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はじめに –本資料の位置づけ-
n 株式会社エフ・コードは、(旧)株式会社SAKIYOMIが運営する「SAKIYOMI」事業を新設分割して設⽴する
(新)株式会社SAKIYOMIの全株式を取得し、⼦会社化することを発表いたしました。

n 本資料では、取得事業となるInstagramマーケティングSaaS「SAKIYOMI」及び当社における期待シナジー、
期待収益を補⾜説明させていただきます。

本件のスキーム

その他の事業

「CODE Marketing Cloud」等の
CX向上SaaSの提供

DX戦略設計・実⾏⽀援
デジタルマーケティング⽀援

株式譲渡
※2023年5⽉12⽇予定

譲渡対価⽀払

新

完全⼦会社化
※2023年5⽉12⽇予定

旧
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はじめに ‒株式譲渡取引の概要-

取得会社の運営事業

取得会社売上⾼

取得価額

契約締結⽇

会社分割による
新設会社の設⽴⽇

株式譲渡実⾏⽇

Instagramマーケティン
グSaaS事業

391百万円

約8.2億円

2023年3⽉20⽇

2023年4⽉17⽇

2023年5⽉12⽇

※「SAKIYOMI」事業の業績等の状況に応じて、追加対価の支払いまたは取得対価の減額調整が発生する可能性があります。

※



© f-code Inc. All Rights Reserved.

⽬次

InstagramマーケティングSaaS
「SAKIYOMI」

「SAKIYOMI」に付随するサービス

期待シナジーと期待収益

1

2

3



© f-code Inc. All Rights Reserved. 4

InstagramマーケティングSaaS「SAKIYOMI」

未経験者でもプロの運⽤を実現するInstagram分析ツール
アルゴリズムに基づいた「本質的な分析」が可能
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Instagram API（チャットボット）機能紹介

１．フィード、ストーリー、Live配信へのコメント・リアクションに⾃動返信
興味・関⼼度合いの⾼いユーザーへ個別アプローチが可能

２．メンション、リールを活⽤した拡散施策を⾃動化
拡散施策において、リールコメント・メンションをいてくれた⽅に⾃動的DMを送付

３．抽選機能によりプレゼントキャンペーンを完全⾃動化
抽選機能も搭載しており、当選者、落選者の選定も⾃動対応

４．お問い合わせ、CRMをチャットボットで⾃動化
選択肢ボットを導⼊することにより、気軽にユーザーとのコミュニケーションを取ることが可能
カスタマーサポート⼯数を⼤幅に削減

５．アンケート機能によりユーザーインサイトを可視化
アンケート機能の活⽤により、ユーザー情報や趣味嗜好などを可視化し⾒込み顧客に絞ってアプローチが可能
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Instagramチャットボットを導⼊する理由

u Instagramチャットボットを導⼊するメリット

１．複数個所への導線設計による売上拡⼤
どのフォーマットからでもキーワードを⼊⼒することで⾃由に導線を設計することが可能になる。

２．エンゲージメント向上によるフォロワー増加
⾃動でDMでのやり取りが可能になったことで、フォロワー数が増えてもエンゲージメント獲得が可能になる。

３．DM対応の⾃動化により⼈件費の削減
様々な問い合わせへの対応に時間を割かれることで、他業務に⽀障がでてしまうリスクや24時間対応が
できないことでの機会損失を回避することが可能になる。

４．リスト獲得により、顧客育成に貢献
Instagramで幅広くターゲットフォロワーを獲得後、LINE等に誘導することで今後の⾒込み顧客の育成が可能になる。
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活⽤事例①-コメントへの⾃動返信

u 投稿コメントへの⾃動返信
コメントされたキーワードをAIが認識し、適切な内容でコメント主に返信(DM)を送ります。
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活⽤事例②-広告バナーからの⾃動返信

u DMの⾃動返信
広告バナーから気になる質問をタップしていただきます。
タップいただいた質問から適切な内容で⾃動返信をしたり、キャンペーンへの誘導も可能です。
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活⽤事例③-アンケートからの誘導

u 『⾃分ごと化』DM 施策
診断⽅式でアンケートに答えていただきながらお客様に最適な商品が選定され、購⼊ボタンまで誘導します。
診断をしながら進めることで『⾃分ごと化』されるためお客様の購買意欲を刺激します。
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活⽤事例④-キャンペーン施策

u キャンペーン施策
ストーリーズでキャンペーン告知をします。キャンペーンの応募条件を「投稿リポスト」にすることで
アカウントのリーチ数を上げながらお客様にはキャンペーン参加をお楽しみいただける施策です。
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活⽤事例⑤-インスタライブでのクーポン配布

u インスタライブでのクーポン施策
インスタライブ中に指定したキーワードでコメントをいただくとライブ中に⾃動でDMが送信され
同時にクーポンの配布もされます。
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約50本のメソッド解説動画が⾒放題

いつでも好きなタイミングでアカウントの課題別の動画を視聴することにより、
運⽤の中で⽣まれた悩みや数値的な課題をその場で解決することが可能
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「デザインテンプレート」の共有によって作成効率UP

フィード投稿やストーリーズの「デザインテンプレート」や「バズ投稿のフレームワーク」を共有
運⽤セオリーに基づいたデザインを活⽤し、誰でもプロクオリティなコンテンツが作成可能
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限定の勉強会やslackの質疑応答でプロに相談できる

ツール会員限定のslackコミュニティで⾃由な質問・会員同⼠の交流が可能
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SAKIYOMIの⽀援サービス

1

2

3

アルゴリズムを前提とした運⽤

全17ステップの運⽤フローで勝ちパターンを確⽴

累計400万フォロワーのベストプラクティス、
ツールによるデータの蓄積

過去200件以上のアカウント分析の中で分かったInstagramのアルゴリズム(表⽰の仕組み)を
前提とした運⽤を⾏うため、⾼いフォロワー獲得のスピードと再現性が実現可能。

これまでの数百のアカウント運⽤を通じて、各運⽤フローにおける成功パターンを「SAKIYOMIメ
ソッド」として体系化。常に最短で成果を出せる運⽤を選択することが可能。

成果につながった施策を社内で共有することで、膨⼤な量のデータ成功事例が社内に蓄積。
常に運⽤をハックし続け、最新のトレンドを反映した施策を打ち続けることが可能。

Instagramマーケティングの戦略設計から施策実⾏を⽀援
３つの特徴により⾼い成果を実現
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お客様からの声
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「SAKIYOMI」×「F-CODE」

「SAKIYOMI」が提供するInstagramのマーケティングSaaSと
「F-CODE」が展開するCX領域のノウハウ・デジタルサービスを幅広い顧客ニーズに合わせていく

InstagramマーケティングSaaS CX領域のデータ解析・ノウハウ
広範なデジタルサービスを展開

「SAKIYOMI」事業において蓄積してきたInstagramの分析データやノウハウ等の活⽤により、
当社グループによる最適なCXの提供と顧客価値の最⼤化が可能に
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当社のM&A戦略について

既存事業の拡⼤に加え、M&A活⽤によりプロダクト・データ・⼈材の充実を図り、事業成⻑加速を⽬指す

3つの対象領域

ü CX領域を中⼼に、シナジーのある
周辺領域のソリューションを強化

ü ⿊字企業/事業を合理的なEBITDA
倍率でM&A

ü 多様な資⾦調達⽅法を活⽤し、
資本コスト最⼩化と財務安全性確保を企図

M&Aの考え⽅

①マーケティングSaaS
当社のメイン事業で他サービスの
起点ともなるM＆Aの最優先領域

②デジタルマーケティング
マーケティング戦略策定と実⾏⽀援を強化
し、マーケティングSaaSの効果を最⼤化

③CRM・セールステック⽀援
企業の顧客LTV向上を⽀援し、マーケティ
ングSaaSの効果を最⼤化
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CODE 
Marketing 

Cloud

SaaS事業と譲受プロダクトの期待シナジー

M&Aの実施によるプロダクトの獲得を通じて、プロダクト群の強化とクロスセリングによるシナジーを発揮

CODEプロダクト群拡張イメージ

sinclo

EFO
CUBE

f-tra
EFO

GORILLA
EFO

当期譲受の
SaaS事業

M&A等による
プロダクト拡張

⾃社開発による
プロダクト拡張・機能追加 商品強化

・提供プロダクト及びサービスの拡充
・CXデータの質および量の強化

営業強化
・当社既存顧客への譲受事業の提供
・譲受事業の顧客への当社既存サービスの提供

SaaS事業獲得のシナジー効果

SNSアプリ メール 広告
…

拡張候補のプロダクトイメージ

recit KaiU

SAKIYOMI

Hachidori
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既存事業成⻑とM&A実⾏によるMRR積み上げ

1月 3月 9月 11月

EFO CUBE事業

GORILLA EFO事業

sinclo事業

2022年12⽉期既存事業およびM&Aによる収益拡⼤ 2023年12⽉期⾒通し・⽅針

既存事業におけるMRR成⻑に加え、これまでの5件のM&A実⾏に続き、今回「SAKIYOMI」事業獲得によりMRR拡⼤を実現
今後も既存事業の成⻑とSaaS事業のM&A実⾏の両⾯から継続型収益を伸ばす⽅針

・・・・

※1：f-code既存事業について、1・3月は1Qの月次平均での記載、9月は3Qの月次平均での記載、
11月以降は3Q月次平均が継続した前提での記載になっております

引き続き、収益拡大に必要な人材/プロダクト/セール
スマーケ投資を継続し、MRRの積み上げに注力

①既存事業

②M&A

今後もSaaS型のM&A実施によりMRRを積み上げる方針
体制強化によりソーシング/検討/投資実行を加速し、
規律ある投資と投資実行加速の両立を志向

f-code
既存事業

12月2022年 2023年
2月

hachidori事業

※1

22
5月

SAKIYOMI事業
(2023年5月より収益貢献(予定))

KaiU事業
(2023年2月より収益貢献)
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譲受事業の収益及び利益貢献(⽉次イメージ)
SaaS事業の譲り受けにより継続型収益を獲得
原価(インフラ・CS)および販売管理費(セールス・マーケ費⽤等)は既存事業と共通の部分も多く、効率的な事業運⽤が可能

売上高

売上原価
(インフラ・
CS人件費等)

セールス/マーケ
その他費用

既存事業と共通化できる要
素も多く、売上の15-30%程
度でコントロール可能

のれん等

償却費用

大部分は既存事業と共通

個別サービスの販促活動に投
下する場合に別途発生

償却費はPPA結果やM&Aマルチプ
ル次第ではあるが、10～40％での
コントロールを志向

EBITDA
営業利益

売上高に対して30〜60%程度の営業利益獲得
を想定
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本資料の取り扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これら将来の見通しに関する記述は、当該記述を作成した

時点における情報に基づいて作成されています。これらの記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。

このような将来予測に関する記述には、必ずしも既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将来

の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や結果の予測と

は大きく異なる可能性があります。

上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の

動向などが含まれますが、これらに限られるものではありません。

また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、当社はそのような一般に公

開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません。
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お問い合わせ先

株式・IR情報に関するお問い合わせは、
下記連絡先までお願いいたします。

株式会社エフ・コード
経営管理本部 IR担当
ir@f-code.co.jp


